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一般会計
決　算

予算決算特別委員会

	

自
治
会
等
か
ら
も
公
民
館
に
あ
る
巣

の
駆
除
に
つ
い
て
検
討
し
て
欲
し
い
と
の

要
望
が
あ
り
、
来
年
度
、
予
算
の
拡
充
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

	

選
挙
執
行
事
業
に
つ
い
て
、
ポ
ス
タ
ー

掲
示
場
設
置
等
委
託
の
費
用
が
選
挙
に

よ
っ
て
違
う
の
は
、
掲
示
場
の
数
が
違
う
た

め
な
の
か
。

	

掲
示
場
の
数
は
同
じ
で
あ
る
が
、
選

挙
に
よ
っ
て
掲
示
場
に
貼
る
ポ
ス
タ
ー
の

数
が
違
う
こ
と
か
ら
、
枚
数
が
増
え
る
と

掲
示
板
が
大
き
く
な
る
の
で
、
作
成
費
や

設
置
費
、
撤
去
費
等
の
金
額
が
上
が
っ
て
く

る
た
め
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

	

特
定
健
康
診
査
等
事
業
に
つ
い
て
、

対
象
者
の
う
ち
受
診
す
る
人
は
ど
れ
く
ら

い
の
割
合
な
の
か
。

	

令
和
３
年
度
の
受
診
率
は
約
30
％
と

な
っ
て
お
り
、
受
診
勧
奨
を
行
い
令
和
２
年

度
に
比
べ
て
受
診
率
は
上
が
っ
て
い
る
。

令和4年

定例会
9月

一
般
会
計

	

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
事
務
協
議
会
負

担
金
及
び
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

負
担
金
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
不

用
額
が
生
じ
て
い
る
の
か
。

	

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
数
に

対
し
て
負
担
金
を
支
払
う
も
の
で
、
予
算

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
100
％
発
行
す

る
見
込
み
で
算
定
し
て
お
り
、
負
担
金
は

実
際
の
発
行
数
に
対
す
る
額
に
な
る
た

め
、
不
用
額
が
生
じ
て
い
る
。

	

Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
機
器
処
分
事
業
に
つ
い

て
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
機
器
は
ど
こ
に
あ
る
も
の

を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
て
い
る
の
か
。

	

市
公
共
施
設
の
蛍
光
灯
や
変
電
器
に

つ
い
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
北
九
州
の
処
理
施

設
へ
委
託
し
て
処
分
し
て
い
る
。

※
Ｐ
Ｃ
Ｂ
と
は
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
の

略
称
で
、
主
に
油
状
の
化
学
物
質
。

	

ス
ズ
メ
バ
チ
駆
除
支
援
事
業
に
つ
い

て
、
ほ
ぼ
予
算
額
ま
で
執
行
し
て
い
る
が
、

年
度
途
中
で
予
算
が
不
足
し
た
場
合
は
、

補
正
予
算
な
ど
で
対
応
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
る
の
か
。

会期／
8月30日〜9月29日  31日間

　令和３年度の一般会計、特別会計、企業会計の各決算認定について、９月
定例会の会期中に決算審査を行い、本会議において、全件を認定しました。

● 歳　入 414億　102万2千円
● 歳　出 396億7,237万1千円

歳入歳出差引額 17億2,865万1千円
実質収支額 14億8,718万3千円

令和３年度 各会計決算認定

たつの市では、予算決算特別委員会を設置し、
3つの分科会に分かれて決算を審査しています。

開催日
9月		1日
9月		7日

福祉文教分科会 経済建設分科会総務生活分科会

●一般会計
●土地取得造成事業特別会計
●揖龍公平委員会事業特別会計
●国民健康保険事業特別会計
●後期高齢者医療事業特別会計

●一般会計
●学校給食センター事業特別会計
●国民健康保険事業特別会計
●介護保険事業特別会計
●病院事業債管理事業特別会計

●一般会計
●水道事業
●下水道事業
●国民宿舎事業

（※ 歳⼊歳出差引額から翌年度繰越財源 ２億４,１４６万８千円を除いた額）
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催
す
る
な
ど
、
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に

交
流
の
場
と
し
て
宮
内
遺
跡
を
活
用
し
た

事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別

会
計	

北
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
来
年
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
が
、
現
在
、
自
校
方
式
給
食

室
や
御
津
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て

お
ら
れ
る
方
の
処
遇
は
ど
う
な
る
の
か
。

	

令
和
５
年
度
以
降
の
調
理
及
び
配
送

業
務
に
つ
い
て
は
委
託
と
な
る
が
、
雇
用

を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
契
約
し
て
い
る
た

め
、
現
在
、
働
い
て
い
る
方
全
員
へ
説
明

会
を
行
い
、
雇
用
の
希
望
に
つ
い
て
意
向

調
査
中
で
あ
り
、
十
分
に
配
慮
し
た
形
で

考
え
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

	

い
き
い
き
百
歳
体
操
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
普
及
啓
発
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る

の
か
。現

在
156
団
体
が
活
動
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
更
に
出
前
講
座
に
よ
る
啓
発
や
、
各

所
で
体
験
講
座
を
開
催
し
、
普
及
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

一
般
会
計

	

市
民
病
院
と
た
つ
の
市
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
市
民
の
負
担
を
求
め
、
根
本
か
ら
考

え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。

	

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、
収
支
は

黒
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
長
を
含
め
た

中
で
理
事
会
と
も
連
絡
を
密
に
し
、
コ
ロ

ナ
後
を
見
据
え
た
病
院
の
在
り
方
を
考
え

て
い
く
時
期
と
考
え
て
い
る
。

	

こ
ど
も
食
堂
運
営
支
援
事
業
の
う
ち
、

こ
ど
も
食
堂
運
営
費
補
助
金
が
42
万
円
の

予
算
計
上
に
対
し
、
約
10
万
円
の
執
行
額
で

あ
る
が
、
新
規
事
業
と
し
て
結
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。

	

活
動
団
体
数
が
４
団
体
と
当
初
の
目

標
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
、
今
年
度
に
入

り
、
新
た
に
３
団
体
が
活
動
を
始
め
ら
れ

て
い
る
。

	

弥
生
倶
楽
部
事
業
に
つ
い
て
、
新
宮

地
域
内
外
に
広
く
関
わ
る
人
を
増
や
し
て

い
く
拠
点
と
な
る
場
所
と
し
て
、
今
後
の

発
展
的
な
考
え
は
あ
る
の
か
。

	

新
宮
小
学
校
の
児
童
を
中
心
に
古
代

米
作
り
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
、
弥
生
の
森
の
観
察
、
森
の
発
育
状
況

と
遺
跡
の
体
験
と
い
っ
た
新
規
事
業
を
開

一
般
会
計

	

新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

新
規
就
農
者
４
名
に
対
し
て
、
経
営
安
定
の

た
め
の
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
効

果
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

	

こ
の
制
度
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
13
名
を
支
援
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
３
名
が
離
農
し
、
現
在

10
名
が
若
手
農
業
者
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。	

創
業
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
開
業
前
支

援
で
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で

の
創
業
で
100
万
円
加
算
さ
れ
た
事
業
者
は
い

る
の
か
。

	

令
和
３
年
度
の
申
し
込
み
は
８
件
あ

り
、
審
査
会
に
よ
り
５
事
業
者
に
補
助
し

て
い
る
が
、
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
開
業
前
支
援
の
加
算
対
象
事
業
者

は
い
な
か
っ
た
。

	
オ
ン
ラ
イ
ン
移
住
相
談
推
進
事
業
に
つ

い
て
、
導
入
し
て
か
ら
ど
の
く
ら
い
質
問
が

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
質
問
や

相
談
が
多
い
の
か
。

	

Ａ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
度
で
１
，
１
１
４
件

質
問
が
あ
り
、
住
宅
取
得
支
援
や
空
き
家

バ
ン
ク
と
い
っ
た
移
住
に
関
す
る
支
援
制

度
に
つ
い
て
主
に
質
問
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

※
Ａ

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
と

は
、
チ
ャ
ッ
ト（
会
話
）形
式
で
、
Ａ
（
⼈

⼯
知
能
）が
質
問
に
自
動
的
に
回
答
す
る
シ

ス
テ
ム
。

水
道
事
業

	

雨
水
幹
線
に
つ
い
て
、
浸
水
被
害
の
あ

る
場
所
へ
の
対
策
を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

	

ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト
の
設
置
等
、
個
別
に

調
査
し
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

国
民
宿
舎
事
業

	

赤
と
ん
ぼ
荘
の
管
理
運
営
は
、
今
後
ど

の
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

	

前
回
は
施
設
を
利
用
し
た
形
で
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
を
行
っ
た
が
、
内
容
を
変
更

し
、
社
会
情
勢
を
見
な
が
ら
、
令
和
５
年

度
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
募
集
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

9月定例会令和 4年  第 4回 

開催日
9月		5日
9月		9日

開催日
9月		2日
9月		8日
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9月定例会令和 4年  第 4回 

令和４年度各会計別補正予算の内容
会計名 補正額 補正後の予算総額

一般会計 7億3,011万2千円 362億5,173万8千円

学校給食センター事業特別会計 557万1千円 19億2,333万4千円

介護保険事業特別会計 1,015万6千円 69億6,817万5千円

国民宿舎事業会計 775万5千円 ※ 2億1,692万5千円

主な補正内容

定例会で
審議した案件

市長提出案件

委員会提出

同意案件 1件

条例制定・改正 3件

補正予算 4件

そ の 他 4件

決算認定 11件

請　　願 1件

意 見 書 1件

　今回の補正は、原油価格・物価高騰等の影響を受けている市民や事業者の支援に要
する事業費のほか、県補助事業の決定に伴う事業費の追加等、緊急やむを得ない事情
によるもので、一般会計で総額７億３,０１１万２千円の補正予算を可決しました。

補
正
予
算
を
可
決

定例会でこのようなことが決まりました

※国民宿舎事業会計は、収益的支出の事業費の予定額を記載しています。

【コロナ禍における原油価格・物価高騰対応として、影響の軽減を図る。】
⽣活支援給付⾦を市民１⼈につき５千円、マイナンバーカードを取得済みの⽅には３千円上乗せし、
さらに、マイナンバーカードを取得済みの18歳以下の⽅には２千円上乗せして支給します。
●市民生活総合緊急対策支援事業  （５億６,４９０万円）

利用者負担の増加を防ぐため、介護サービス及び障害福祉サービス事業所等を支援します。
●介護サービス事業所等総合緊急対策支援事業  （３,２２４万１千円）

自立支援配食サービス実施に係る物価高騰影響分を増額します。
●高齢者在宅支援事業  （１３０万円）

１事業者当たり50万円を上限とし、事業用車両１台につき１万円を補助します。
●運送事業者等総合緊急対策支援事業  （１,２０６万円）

農林畜水産事業用として令和４年４月１日から９月３０日までに納品、支払いされた燃油量（ℓ）×
１０円を補助します。
●農畜産業総合緊急対策支援事業  （７５１万４千円）
●水産業総合緊急対策支援事業  （２５０万円）
●林業総合緊急対策支援事業  （4万５千円）

公立小中学校及び公立認定こども園等における給食食材の保護者負担の増加を防ぐため、物価
高騰影響額分を市が負担します。
●学校給食費総合緊急対策支援事業  （８７２万６千円）
●こども園等運営事業  （１７８万６千円）

私立保育所、私立認定こども園を対象に食材費及び光熱費の高騰分に対して経費の一部を補助
します。
●私立保育所等運営費 （４６５万３千円）

授業環境の高度化を図り、児童の学習意欲や理解度を高めるため、電子黒板機能を有する大型モ
ニターを小学5・6年⽣の43教室に整備します。
●ＧＩＧＡスクール構想促進事業  （1,390万7千円）

若者の転出抑制及びUIJターンによる転入促進を図り、地域産業を支える優れた⼈材を確保する
ため、市内に定住する意思を持つ若者を対象として、奨学⾦の返還に対する支援を行います。
●若者定住促進奨学金返還支援事業  （７２３万４千円）

総合緊急対策支援事業に関する補正予算

0486



9月定例会令和 4年  第 4回 

　

た
つ
の
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画

に
お
い
て
、
産
業
促
進
事
項
と
し
て
定
め

ら
れ
た
業
種
の
事
業
に
供
す
る
設
備
等
の

取
得
を
し
た
事
業
者
に
対
し
、
税
制
支
援

と
し
て
、
固
定
資
産
税
の
課
税
を
免
除
す

る
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

	

新
宮
地
域
全
域
が
過
疎
地
域
に
指
定

さ
れ
、
た
つ
の
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
の
策
定
は
５
年
の
計
画
と
な
っ
て
い

る
が
、
減
免
に
関
し
て
は
令
和
６
年
３
月

31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

	

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に

関
す
る
特
別
措
置
法
に
係
る
総
務
省
令

で
、
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
と
規
定
さ

れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

	

産
業
振
興
区
域
に
お
け
る
振
興
す
べ

き
業
種
は
、
明
確
に
定
め
ら
れ
た
も
の
が

あ
る
の
か
。

	

た
つ
の
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
で
定
め
ら
れ
た
業
種
で
、
製
造
業
、
情

報
サ
ー
ビ
ス
業
等
、
農
林
水
産
物
等
販
売

業
、
旅
館
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関

す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
、
令
和
４
年

４
月
１
日
に
、
新
宮
地
域
が
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
財
政
上
の
特
別

措
置
等
の
助
成
措
置
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

	

土
地
利
用
の
規
制
緩
和
を
図
る
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
新
宮
町
の
市
街
化
調
整

区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

	

⼈
口
維
持
に
は
雇
用
の
確
保
が
大
前

提
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
製
造
業
に
つ

い
て
何
ら
か
の
緩
和
を
し
て
い
た
だ
く
よ

う
県
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
市

の
内
部
に
検
討
部
会
を
設
け
、
新
宮
地
域

に
お
け
る
都
市
計
画
法
や
地
域
制
度
の
規

制
に
対
す
る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

	

新
宮
地
域
の
特
色
や
地
域
の
持
つ
個

性
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

	
計
画
に
は
具
体
的
な
観
光
地
も
入
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
産
業
の
掘
り
起
こ
し
と

し
て
播
磨
道
の
開
通
は
非
常
に
大
き
く
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
い
う
南
北
の
交
通

の
結
節
点
に
地
域
産
業
を
つ
な
げ
て
い
け

る
よ
う
、
地
元
の
意
見
を
聞
い
て
進
め
て

い
き
た
い
。

【
請
願
】

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意

見
書
採
択
の
要
請
に
つ
い
て

【
内
容
】

　

２
０
２
３
年
度
の
政
府
予
算
と
地
方
財

政
の
検
討
に
当
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対

応
も
勘
案
し
な
が
ら
、
歳
入
・
歳
出
を
的

確
に
見
積
り
、
地
方
財
政
の
確
立
を
目
指

す
よ
う
、
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

【
請
願
者
】

　

た
つ
の
市
職
員
組
合

　
　

執
行
委
員
長　

田
中　

賢
三
郎　

氏

【
紹
介
議
員
】

・
宗
實　

雅
典　

議
員

・
松
本　

良
三　

議
員

・
三
木　

浩
一　

議
員

・
肥
塚　

康
子　

議
員

　

総
務
生
活
常
任
委
員
会
の
提
出
議
案
に
よ

り
、
請
願
採
択
に
伴
う
意
見
書
案
を
可
決

し
、
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
、
国
の
関
係
機
関

へ
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

た
つ
の
市
役
所
（
本
庁
及
び
各
総
合
支

所
）
や
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
に
設
置
す
る
端
末
機
で
、
令
和
５
年
１

月
か
ら
戸
籍
謄
抄
本
等
に
つ
い
て
も
取
得

可
能
と
な
る
た
め
、
端
末
機
で
交
付
す
る

場
合
の
交
付
手
数
料
を
100
円
引
き
下
げ
る

よ
う
に
改
め
ま
す
。

端
末
機
か
ら
取
得
で
き
る
証
明
書（
現
状
）

・
住
民
票
の
写
し

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

・
印
鑑
登
録
証
明
書

（
印
鑑
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）

・
課
税
証
明
書

・
非
課
税
証
明
書

・
所
得
証
明
書
（
控
除
あ
り
）

・
所
得
証
明
書
（
控
除
な
し
）

令
和
５
年
１
月
か
ら
取
得
可
能

・
戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）

・
戸
籍
の
個
⼈
事
項
証
明
書
（
戸
籍
抄
本
）

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

交
付
手
数
料

各
200
円

朱
書
き
は
350
円

た
つ
の
市
手
数
料

条
例
の
一
部
を
改
正

た
つ
の
市

過
疎
地
域
持
続
的

発
展
計
画
の
策
定

た
つ
の
市
過
疎
地
域
に
お
け

る
固
定
資
産
税
の
課
税
免

除
に
関
す
る
条
例
を
制
定

請
願
採
択

請
願
採
択

　
教
育
委
員
会
委
員
４
名
の
う
ち
、

１
名
の
任
期
が
11
月
17
日
で
満
了
と

な
る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

喜
多
　
敦
子
　
氏
　
再
任

（
揖
保
町
中
臣
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
同
意

05 86



9月定例会令和 4年  第 4回 

議案等の名称 議案の説明

市
長
提
出

同
意 たつの市教育委員会委員任命の同意を求めることについて ５Ｐのとおり

条　

例

たつの市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制
定について

非常勤職員の育児休業に係る取得要件の緩和及び取得の柔軟化並
びに育児休業の取得回数制限の緩和等に係る事項について、本年
6月17日に人事院規則が公布され、本年10月1日から施行されたこ
とに伴い、本市においても国と同様の制度とするため、所要の改正
を行うもの。

たつの市手数料条例の一部を改正する条例制定について

５Ｐのとおり
たつの市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例制
定について

そ
の
他

たつの市過疎地域持続的発展計画の策定について

財産の取得について（学校給食用食器、食缶） 契約の相手方：有限会社近畿調理機
契約金額：3,851万7,710円

財産の取得について（学校給食用調理器具、配膳台、ワゴン） 契約の相手方：株式会社マルゼン姫路営業所
契約金額：2,270万9,291円

財産の取得について（学校給食用食器カゴ、コンテナ） 契約の相手方：株式会社マルゼン姫路営業所
契約金額：3,439万5,350円

補
正
予
算

令和４年度たつの市一般会計補正予算（第６号）

４Pのとおり

令和４年度たつの市学校給食センター事業特別会計補正予算（第
１号）

令和４年度たつの市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

令和４年度たつの市国民宿舎事業会計補正予算（第１号）

令
和
３
年
度
決
算
認
定

たつの市学校給食センター事業特別会計歳⼊歳出決算認定につい
て

令和３年度各会計について、決算を認定
（2P、3Ｐに主な質疑を記載）

たつの市土地取得造成事業特別会計歳⼊歳出決算認定について

たつの市揖龍公平委員会事業特別会計歳⼊歳出決算認定について

たつの市国民健康保険事業特別会計歳⼊歳出決算認定について

たつの市後期高齢者医療事業特別会計歳⼊歳出決算認定について

たつの市介護保険事業特別会計歳⼊歳出決算認定について

たつの市病院事業債管理事業特別会計歳⼊歳出決算認定について

たつの市水道事業決算認定について

たつの市下水道事業決算認定について

たつの市国民宿舎事業決算認定について

請願 地方財政の充実・強化に関する意見書採択の要請について
５Ｐのとおり

委員会提出 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について

●令和4年第4回定例会　全員一致で可決等した議案

議  席  番  号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

議　員　名 議 

決 

結 

果

楠
　
明
廣

船
引
宗
俊

柏
原
　
要

宗
實
雅
典

堀
　
　
讓

赤
木
和
雄

和
田
美
奈

高
岸
博
之

柴
田
将
之

木
南
裕
樹

野
本
利
明

桑
野
元
澄

松
本
良
三

三
木
浩
一

山
本
俊
一
郎

角
田
　
勝

永
富
　
靖

肥
塚
康
子

名
村
嘉
洋

畑
山
剛
一議案の名称

令 和３年 度
決 算 認 定

たつの市一般会計
歳入歳出決算認定について 認 議

● 議決結果欄の意味は次のとおり     認定　　　● 採決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり     賛成     反対   議   議長のため、表決には加わりません。

●令和4年第4回定例会　賛否が分かれた議案等

反対意見 　人権教育を否定しているわけではない。今、注目を集めているのはジェンダー平等の問題である。同和関連
法の名残である同和行政から脱却し、多様性を認め合う人権教育となるよう求める。

0686



MASANORI  MUNEZANE

KAZUO  AKAGI

Q&A 災害に備えた安全・安心なまちづくりと
放課後児童クラブについて

揖
保
川
両
岸
に
あ
る
畳
堤
に
つ
い
て

	

畳
堤
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
耐
用
年

数
及
び
強
度
的
問
題
点
の
有
無
を
伺

う
。	

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
堤

防
、
防
波
堤
は
50
年
と
さ
れ
て
い

る
。
施
⼯
か
ら
50
年
以
上
が
経
過

し
、
表
面
劣
化
や
ひ
び
割
れ
、
剝
離

に
よ
る
鉄
筋
腐
食
が
発
生
し
た
た

め
、
炭
素
繊
維
シ
ー
ト
を
使
用
し
た

補
修
を
実
施
し
、
延
命
化
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
も
畳
堤
を
含
む
堤
防
点

検
を
実
施
し
、
堤
防
の
健
全
度
を
把

握
し
て
い
く
。

	

水
量
が
急
激
に
増
え
て
い
る

さ
な
か
、
挿
入
の
判
断
、
そ
の
後
の

指
示
、
畳
の
挿
入
作
業
は
誰
が
す
る

の
か
。

	

判
断
に
つ
い
て
は
市
と
し
て
特

に
定
め
た
も
の
は
な
い
が
、
畳
堤
に

隣
接
す
る
自
主
防
災
会
や
消
防
団
に

お
い
て
は
、
堰せ

き
い
た板
の
点
検
や
畳
の
挿

入
訓
練
を
さ
れ
て
い
る
。
天
候
や
河

川
水
位
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

新
宮
地
域
及
び
、
新
宮
駅
周
辺
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

と
、
将
来
構
想
に
つ
い
て

	

市
街
化
区
域
、
市
街
化
調
整

区
域
の
線
引
き
を
可
能
な
限
り
見
直

し
、
住
環
境
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、

企
業
誘
致
や
農
業
政
策
の
規
制
緩
和

を
図
り
、
よ
り
自
由
な
地
域
の
発
展

構
想
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

	

線
引
き
を
廃
止
し
た
場
合
、
空

き
家
や
空
き
地
の
利
活
用
が
容
易
に

な
り
、
大
型
商
業
施
設
や
⼯
場
等
を

建
築
し
や
す
く
な
る
が
、
住
居
の
隣

接
に
望
ま
な
い
施
設
の
立
地
な
ど
も

懸
念
さ
れ
る
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
を
十
分
検
討
し
、
県
や
中
播
都
市

計
画
区
域
の
構
成
市
町
と
、
引
き
続

き
調
査
研
究
し
て
い
く
。

	
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、
地
域

の
特
性
を
生
か
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
等
、
話
題
性
を
呼
び
込
む
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
本
市
の
構
想
を
伺
う
。

	

「
道
の
駅
み
つ
」「
道
の
駅
し
ん

自
主
防
災
会
や
消
防
団
と
協
議
を
行

い
対
応
し
て
い
く
。

揖
保
川
町
正
條
地
区
に
あ
る
南
北
道

路
と
椋む

く
の
き木
に
つ
い
て

	

椋
木
の
所
有
者
は
誰
な
の
か
。

	

河
川
区
域
内
で
あ
り
、
国
管
理

用
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
椋
木
の
管

理
は
国
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

	

緊
急
車
両
等
が
ス
ム
ー
ズ
に

南
北
移
動
で
き
る
よ
う
に
、
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。	

河
川
の
制
約
等
が
あ
り
、
当
該

区
間
の
拡
幅
を
含
め
た
整
備
計
画
は

考
え
て
い
な
い
が
、
国
・
県
と
連
携
協

力
し
、
河
川
改
修
や
道
路
整
備
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

	

授
業
を
行
わ
な
い
日
の
開
所
時

間
を
早
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。
	

早
め
た
時
間
帯
に
勤
務
で
き

る
支
援
員
の
確
保
や
、
運
営
費
の
増

加
に
伴
う
保
護
者
の
負
担
増
等
の
課

題
が
あ
る
た
め
、
当
分
の
間
利
用
さ

れ
る
家
庭
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
、
現
在
の
開
所
時
間
、
午
前
８
時
で

運
営
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ぐ
う
」
に
お
い
て
、
魚
介
や
肉
類
、
野

菜
等
、
地
元
産
の
新
鮮
な
食
材
が
レ

ス
ト
ラ
ン
や
直
売
所
で
提
供
さ
れ
て

い
る
。
創
業
支
援
事
業
と
し
て
補
助

金
交
付
32
件
の
内
、
12
件
が
揖
保
川

ト
マ
ト
や
牡
蠣
、
地
元
野
菜
等
を
使

用
し
た
、
ご
当
地
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
提

供
し
て
い
る
。
新
た
に
計
画
は
な
い

が
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
体
制
に
つ
い
て

	

「
救
急
搬
送
困
難
事
案
」
の
記

事
を
目
に
す
る
が
、
本
市
の
状
況
及

び
、
ど
の
よ
う
な
連
絡
体
制
で
搬
送

先
を
検
索
し
て
い
る
の
か
。

	

西
は
り
ま
消
防
組
合
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
救
急
搬
送
困
難
事
案
と

し
て
、
現
場
滞
在
１
時
間
以
上
の
件

数
は
、
７
月
が
366
件
中
12
件
、
８
月

が
351
件
中
13
件
と
増
加
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

連
絡
体
制
は
、
中
・
西
播
磨
５
市

６
町
で
構
成
す
る
播
磨
姫
路
緊
急
搬

送
シ
ス
テ
ム
の
下
、
救
急
事
案
の
症

例
に
応
じ
、
医
療
機
関
を
選
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
選
定
困
難
事
案
に
つ
い

て
は
、
全
県
下
を
網
羅
す
る
兵
庫
県

災
害
・
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を

使
用
し
、
医
療
機
関
を
選
定
し
て
い

る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
河
川
内
に
あ
る
樹
木
の
伐
採
計

画
は
あ
る
の
か

●
椋
木
の
安
全
性
に
つ
い
て

宗實 雅典 議員

赤木 和雄 議員

Q&A 「過疎指定」地域の特性を生かした
土地利用の推進について

07 86



YUZURU  HORI

TAKAKAZU  HATAYAMA

Q&A コロナ「第７波」から命を守る対策について

Q&A 帯状疱疹ワクチン接種の助成・「ミライロＩＤ」の活用

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

	

感
染
者
数
の
急
増
に
よ
っ
て
、

市
内
の
発
熱
外
来
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

体
制
は
充
分
に
取
れ
て
い
る
か
。

	

発
熱
等
診
療
、
検
査
医
療
機
関

は
、
21
医
療
機
関
あ
り
、
診
療
・
検
査

日
・
問
い
合
わ
せ
可
能
時
間
を
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

　

感
染
に
不
安
の
あ
る
無
症
状
の
方

は
、
市
内
４
か
所
の
薬
局
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
ま
た
は
抗
原
定
性
検
査
を
無
料
で

受
け
ら
れ
る
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

	

「
自
宅
療
養
」
の
高
齢
者
は
、

急
に
体
調
の
変
化
を
引
き
起
こ
す
こ

と
も
あ
る
。
休
日
・
夜
間
等
の
相
談

体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

	

県
が
設
置
し
て
い
る
土
日
・
祝

日
を
含
む
24
時
間
体
制
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
健
康
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

で
受
け
付
け
て
い
る
。
ま
た
、
自
宅

療
養
を
さ
れ
る
方
に
は
、
療
養
開
始

時
に
「
自
宅
療
養
者
等
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
紹
介
し
、
相
談
対
応
が

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
未
然
に
防
ぐ
帯
状

疱
疹	

帯
状
疱
疹
は
、
子
ど
も
の
頃
に

感
染
す
る
水
ぼ
う
そ
う
と
同
じ
ウ
イ

ル
ス
が
原
因
で
起
こ
る
皮
膚
の
病
気

で
、
日
本
人
成
人
の
90
％
以
上
は
、
こ

の
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
潜
伏
し
て
お

り
、
80
歳
ま
で
に
約
3
人
に
1
人
が

発
症
す
る
。
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
こ
と
で
、
重
症
化
や
合

併
症
を
予
防
で
き
る
が
、
2
回
の
接

種
で
約
５
万
円
全
額
自
己
負
担
は
高

額
で
、
接
種
を
受
け
た
い
が
、
足
踏
み

し
て
い
る
方
も
い
る
。
市
民
の
健
康

を
守
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

の
助
成
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

	

予
防
接
種

法
に
基
づ
く
定

期
接
種
以
外
の

ワ
ク
チ
ン
接
種

の
助
成
に
つ
い

て
、
現
時
点
で

は
助
成
を
行
う

行
わ
れ
て
い
る
。

農
業
振
興
策
に
つ
い
て

	

認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
組
織

の
育
成
に
努
め
て
い
る
が
、
小
規
模

農
家
の
経
営
維
持
の
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

若
者
の
新
規
就
農
者
も
増
え
て
き
て

い
る
が
、
そ
の
人
た
ち
へ
の
支
援
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

	

小
規
模
農
家
及
び
新
た
に
農
業

に
取
り
組
む
若
者
へ
の
支
援
策
と
し

て
、
「
新
規
就
農
総
合
支
援
事
業
」

「
農
地
集
積
促
進
事
業
」
「
認
定
農

業
者
育
成
支
援
事
業
」
を
実
施
し
て

お
り
、
競
争
力
を
高
め
、
安
定
的
に

継
続
し
た
運
営
を
図
っ
て
い
る
。

	

近
年
、
自
然
農
法
、
有
機
農
法

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
へ
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
	

有
機
農
業
等
を
取
り
組
む
農

業
者
に
「
環
境
保
全
型
農
業
支
援
事

業
」
と
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
有
機
農
業
教
室
を
開

催
し
て
い
る
団
体
へ
の
支
援
や
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

予
定
は
な
い
が
、
定
期
予
防
接
種
化

を
含
め
た
国
の
方
針
が
示
さ
れ
た
場

合
は
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き
、
速
や

か
に
対
応
す
る
。

障
害
者
手
帳
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
な
く
す

神
ア
プ
リ

	

障
害
者
手
帳
に
よ
る
運
賃
の
割

引
を
受
け
る
た
め
に
は
、
常
に
手
帳

を
持
ち
歩
く
必
要
が
あ
り
、
紛
失
や

個
人
情
報
の
漏
洩
リ
ス
ク
が
あ
る
。

「
ミ
ラ
イ
ロ
ID
」
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
で
、
国
か
ら
も

障
害
者
手
帳
と
の
連
携
を
許
可
さ
れ

て
い
る
た
め
、
障
害
者
手
帳
の
利
便

性
の
向
上
に
繋
げ
て
は
ど
う
か
。

	

障
害
者
手
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
障
害
の
あ
る
方
の
利
便
性
の
向

上
や
社
会
促
進
に
つ
な
が
る
た
め
、

関
係
職
員
で
構
成
す
る
シ
ス
テ
ム
研

究
会
で
調
査
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

堀　　讓 議員

畑山 剛一 議員

そ
の
他
の
質
問
事
項

●
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
状
況
把
握

●
抗
原
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布

●
地
元
農
産
物
の
販
路
拡
大

●
農
業
体
験
状
況
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来
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

	

来
年
度
予
算
の
次
の
項
目
は

ど
う
な
る
の
か
。
①
小
学
校
給
食
費

の
無
償
化
②
姫
路
の
夜
間
中
学
校
に

対
応
す
る
た
め
の
予
算
③
学
校
の
老

朽
化
に
伴
う
改
修
・
修
繕
費
④
全
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

	

①
持
続
可
能
な
施
策
と
し
て
、

実
現
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

②
市
民
に
周
知
を
図
る
と
と
も
に
入

学
希
望
者
の
把
握
に
努
め
、
市
民
に

周
知
を
図
り
な
が
ら
準
備
を
し
て
い

く
。

③
施
設
や
設
備
に
支
障
が
あ
れ
ば
、

直
ち
に
現
場
に
出
向
き
、
迅
速
に
対

応
す
る
と
と
も
に
予
算
確
保
に
も
努

め
て
い
く
。

④
中
学
校
の
美
術
室
・
技
術
室
・
家

庭
科
室
は
来
年
度
実
施
し
た
い
。
小

学
校
の
図
書
室
・
図
⼯
室
等
の
特
別

教
室
は
来
年
度
以
降
進
め
て
い
く
。

小
中
一
貫
校
の
新
設
に
つ
い
て

	

新
宮
校
区
の
小
中
一
貫
校
の
新

設
に
は
、
新
た
な
敷
地
の
確
保
な
ど

課
題
が
多
く
あ
る
と
思
う
。
ま
た
、
全

国
の
先
進
地
や
多
く
の
方
々
の
智
恵

や
意
見
を
結
集
す
る
必
要
が
あ
る
。

予
定
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

	

新
宮
小
学
校
の
敷
地
を
基
本

に
他
の
用
地
も
含
め
検
討
し
て
い

る
。
多
様
な
学
び
が
可
能
な
多
目
的

室
や
小
中
学
生
が
共
に
活
動
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
確
保
も
検
討
し
て

い
る
。
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
年
度

基
本
計
画
、
そ
の
後
約
２
年
間
で
基

本
設
計
、
実
施
設
計
、
さ
ら
に
約
３

年
間
か
け
て
建
設
し
、
令
和
10
年
４

月
開
校
を
目
指
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
多
忙
化
解
消
に
向
け

て
の
人
的
配
置
に
つ
い
て

	

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
向

け
次
の
加
配
措
置
に
つ
い
て
伺
う
。

①
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
②
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
③
特
別
支
援
教
育
支
援
員
④

多
人
数
学
級
支
援
員
⑤
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
⑥
部
活
動
指
導
員

	

増
員
及
び
配
置
時
間
の
拡
充

を
県
に
要
望
し
て
い
る
。
市
独
自
で

も
、
多
数
の
支
援
員
や
指
導
員
を
配

置
し
て
お
り
他
の
市
町
と
比
較
し
て

も
高
い
水
準
で
あ
る
。
今
後
も
実
情

を
聞
き
取
り
必
要
な
加
配
の
配
置
に

努
め
て
い
く
。

三木 浩一 議員

Q&A 来年度予算と教育環境整備について

７
月	

27
日
（
水
）	

皮
革
排
水
処
理
対
策
特
別
委
員
会
（
県
陳
情
）

	

29
日
（
金
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会

８
月	

８
日
（
月
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

	

９
日
（
火
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

	
	

皮
革
排
水
処
理
対
策
特
別
委
員
会
（
国
陳
情
）

	

22
日
（
月
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
（
市
民
意
見
交
換
会
）

	

23
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	
	

全
員
協
議
会

	
	

タ
ブ
レ
ッ
ト
操
作
研
修
会

	

30
日
（
火
）	

第
４
回
定
例
会
（
第
１
日
）

	
	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

9
月	

１
日
（
木
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

２
日
（
金
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

５
日
（
月
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

７
日
（
水
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

８
日
（
木
）	

福
祉
文
教
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

９
日
（
金
）	

経
済
建
設
常
任
委
員
会
・
分
科
会

	

13
日
（
火
）	

議
会
運
営
委
員
会

	

15
日
（
木
）	

第
４
回
定
例
会
（
第
２
日
・
一
般
質
問
）

	

16
日
（
金
）	

第
４
回
定
例
会
（
第
３
日
・
一
般
質
問
）

	

27
日
（
火
）	

予
算
決
算
特
別
委
員
会
全
体
会

	
	

全
員
協
議
会

	

29
日
（
木
）	

第
４
回
定
例
会
（
第
４
日
）

10
月	
７
日
（
金
）	

総
務
生
活
常
任
委
員
会
（
市
民
意
見
交
換
会
）

	
12
日
（
水
）	

議
会
広
報
委
員
会
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report

委員会委員会

report

国・県への陳情活動

行政視察の受け入れ

皮革排水処理対策特別委員会

　7月27日（水）に、本市の重要課題となっている皮革
排水処理の問題解決を図るため、兵庫県庁において片
山副知事をはじめ、県幹部に「皮革排水処理経費に対す
る財政支援について」の陳情を行いました。

　8月9日（火）には、国土交通省、総務省、経済産業省の各担
当幹部に対して、「前処理場の改築等に係る補助金の財源確
保について」「皮革排水処理経費に対する財政支援について」
「皮革産業振興施策の拡充について」の陳情を行いました。

議会では、本市の特⾊ある事業等について、全国の⾃治
体議会・議員の行政視察の受け⼊れを行っています。

8月1日（月）
大分県中津市議会　新生・市民クラブ
＜視察内容＞
・空き家対策について

10月5日（水）
東京都墨田区議会　企画総務委員会
＜視察内容＞
・パートナーシップ宣誓制度について

兵庫県庁にて

国土交通省にて 総務省にて 経済産業省にて
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テーマ たつの市の農業の現状と課題について

市民意見交換会

たつの赤とんぼクラブ
　たつの市近郊の若手農業者18名で構成され、相互研さん、情報交
換、及び親睦・交流により経営安定を図ることを目的とし、平成28年
に発足。次世代を担う若手農業者の仲間づくり、相互研さんを図るこ
とによって地域農業の活性化を築き、発展させていくために活動され
ています。

【主な意見】
・地域⾃給率を上げるために週末農業等をしたい人を募集する仕組み
ができないか。
・市外、県外からの農業をしたい人を人手が欲しい農家に繋げて、定住
も促す仕組みがあれば、人口増加につながるのではないか。
・機械の購⼊には費用が多くかかるため、農業をしたい人に機械を貸
出しする仕組みがあればいい。
・原油の物価高騰に対して支援をして欲しい。
・ほ場整備をしたくても、面積が不足するなどしており、実施できな
い。耕作放棄地が増えていくと、農地だけの問題ではなく、たつの市
の景観が損なわれてしまう。

たつの赤とんぼクラブの皆さま

実施日：８月22日（月）

with
経済建設常任委員会

たつの赤とんぼクラブ

　市政やまちづくりに対する率直な意見を市民の皆さまから直接お聞きし、議会として市政への政策提言等に
反映させるため、経済建設常任委員会が市民意見交換会を開催しました。

所管事務調査
総務生活常任委員会 福祉文教常任委員会

実施日：8月8日（月）
調査事項：	・選挙制度及び投票率の向上について
	 ・マイナンバーカード及びマイナポイント制

度について

実施日：8月9日（火）
調査事項：	・日本スポーツ振興センタースポーツ振興

くじ助成金について
	 ・体育館の現状について
	 ・龍野体育館駐車場整備工事について

　委員会では、所管する事務について調査を行い、その施策を
本会議から付託された議案等の審査に活かしています。

Ｑ	 今後の体育館の在り方として、建替えの話はあるが、
建替えをしない体育館については朽ちていくことになるの
で、傷んだところを直すというだけでなく、優先的に修繕を
行っていくべきではないのか。
Ａ	 点検・補修をしながら、利用できるように努めていき
たい。
Ｑ	 龍野体育館駐車場整備の際、以前から要望している
障害者の方が止めるスペース確保について、正面玄関近く
に複数台か、南側の面に複数台を確保できないか。
Ａ	 龍野体育館の正面南側及び北側に障害者対応駐⾞区
画を５台確保する。

Ｑ	 投票率の低い20代や30代への啓発は何か考えてい
るのか。
Ａ	 20代、30代の⼦育て世帯に対する啓発として、今年
度の市議会議員選挙から新たに⼦育てつどいの広場にお
いてポスターの掲⽰やチラシ配布を⾏っている。
Ｑ	 各種証明書のコンビニ交付は23時までとなっている
が、24時間対応は難しいのか。
Ａ	 全国共通で、地方公共団体情報システム機構が取り
まとめており、システムの安定稼働のため、データ更新等
の作業があり、6時30分から23時までの対応となる。

≪主な質疑≫≪主な質疑≫
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月定例会のお知らせ（予定）12
定例会の開催日程及び内容は次のとおりです。

詳しくは議会事務局までお問合わせください。

11/27 28 29 30 12/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

定例会第1日
全体会

（一般質問）（一般質問）

全体会 定例会第4日

定例会第2日

総務生活
・分科会

福祉文教
・分科会

経済建設
・分科会

定例会第3日

　古くは中国や朝鮮の使節が立ち寄り、江戸時代には「室津千軒」と
いわれ大いに栄えた歴史とロマンのまち「室津」。京都の上賀茂神社
の別宮として建立された明神山の賀茂神社に続く道である。海路の安
全を見守り、室津発展の礎となったこの神社には、シーボルトも参拝
し、播磨灘の展望を絶賛したと伝えられている。

　令和2年に大改修され、国の重要文化財にも指定されている賀茂神
社の境内には、二本の榊の木が途中から一本に結ばれている「賀茂の
愛の榊」が祀られ夫婦の絆・良縁の神として参拝される方も多い。そ
の参道である明神道。ゆったりとした時間が流れる歴史ある室津の街
並みの散策を、是非お楽しみ下さい。

森下　清さん（御津町）

デ
ス
ク
メ
モ

　

全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

『
３
年
ぶ
り
』
に
再
開
さ
れ
て
お
り
、
11
月

３
日
に
は
『
た
つ
の
市
民
ま
つ
り
』
も
開
催

予
定
で
動
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
元

の
ま
つ
り
が
無
事
に
、
盛
大
に
開
催
さ
れ

る
事
が
、
こ
ん
な
に
も
う
れ
し
い
事
だ
と

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
普
通
の
日
常
が
制
限

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
『
あ
た
り
ま
え
に
感

謝
』
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
日
常
生
活

や
議
員
活
動
を
全
う
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
夏
は
台
風
や
豪
雨
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
い
て
は
、
日
頃
か
ら
災

害
が
起
き
た
時
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す

る
か
を
、
ご
家
族
等
と
相
談
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

スマホ・タブレットはこちらから →

パソコンやスマホ・タブレットで録画映像を見よう!!
市議会では、市民の皆さまに議会を身近に感じていただくために、
本会議の録画映像をインターネットで配信しています。

明
みょう

神
じん

道
どう

（御津町室津）
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肥
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子

議会広報委員会

　市民の皆さまのお気に入りの「たつの
市のこみち」写真を募集中！ 採用されれ
ば、弊誌の表紙写真になります。
　こみち写真に「＃（ハッシュタグ）赤とんぼ
のこみち」を付けて、インスタグラム、
ツイッターに投稿してください。

《条件》
・たつの市内のこみちを写したもの
・縦長写真 ・300万画素数以上
・人物の場合は個人が特定できないもの
詳しくは、議会事務局まで。

　議会広報委員会では、見やすくわかり
やすい紙面づくりに取り組んでいます。
　市民の皆さまにご意見をお聞かせい
ただき、今後の議会だよりの編集に反映
したいと考えています。
　ご意見は議会事務局までお寄せくだ
さい。

『こみち』表紙写真大募集!

■令和4年10月25日発行
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